
教  育  ・  研  究  業  績 

【教  育】 

                       氏 名   杉本 歩  

年月日 担当授業科目等 職階等 

2001.4.1～

2001.8.31 

 

2002.4.1～

2009.8.31 

 

2010.4.1～

2014.3.31 

 

2014.4.1～ 

現在に至る 

 

 

2020.4.1～ 

現在に至る 

 

 

 

 

「○○学概論」（○○大学○学部） 

 

 

「○○論」「△△論」（○○大学○学部） 

（←複数年担当の場合は、まとめて記載する） 

 

「○○学概論」「○○学実験実習」（○○大学○学部） 

 

 

「○○学概論」「○○学実践実習」（○○大学○学部） 

（←科目名が同じでも職階が変われば別項目として記

載する） 

 

「○○学特殊研究」（○○大学大学院○○研究科博士前

期課程） 

ティーチング・アシス

タント 

 

非常勤講師 

 

 

講師 

 

 

准教授 

 

 

 

准教授 

※助手・TA 等を含む 

  

記入例 



【研  究  業  績】 

                            氏   名    杉本 歩   

１ 著書 

※大阪公立大学大学院文学研究科では、「著書」とは、表紙に該当者の氏名が明記されている単行本

のことを指しますが、この書類では、一般的な通念に従って、（表紙に名前がないものも含めて）

単行本の一部の章を執筆している場合でも「著書」として扱ってください。なお、選考委員会の実

際の審議の中で、それぞれの業績が「著書」にあるのか「論文」にあたるのか、あるいは「その他」

（解説・総説）にあたるのかを検討しなおす予定です。 

著書名 発行所 発行年月 著者名 備考 

1. ○○の○○に関する○○研究 

（アラビア数字で付番） 

 

2. ○○における○○の○○研究 

3. ○○の○○における○○（翻

訳：原著は xxxxxx, xxxxxxxx xxxx 

xxxxx xxxxx, xxx press, 2005） 

 

○○出版 

 

 

○○書房 

○○出版会 

2019.10 

（古い順） 

 

2020.3 

2021.6 

 

杉本歩、中鳥葵 

 

 

杉本歩 

中島葵、森宮

静、杉本歩 

第 3章 

(56～ 85

頁）執筆 

全 422頁 

第 5 章

（ 121～

145 頁）

担当 

 

２ 論文 

論文名 発表機関 発表年月 備考 

1. ○○○ 

（アラビア数字で付番する） 

 

 

2. ○○○ 

 

 

 

 

 

 

3. ○○○（修士論文） 

 

4. ○○○ 

 

5. ○○○（博士論文） 

（未公刊の博士論文はこの欄に記載す

る） 

6. xxxx on xxxx xxxxxx xxxxxxx xxxxxx 

xxxxx xxxxxx 

 

 

 

 

 

7. ○○の○○的○○研究 

○○学会『○○学

研究』○巻、○号 

 

 

『○○大学○学部

研究紀要』○号 

（雑誌名から機関

名が明白な場合

は、機関名を省略

可） 

 

○○大学大学院○

○学研究科 

○○学会『○○学

研究』 

○○大学 

 

 

International 

xxxx Study 

 

 

 

 

 

○○学会 

2012.3 

（古い順） 

 

 

2012.9 

 

 

 

 

 

 

2014.3 

 

2018.3 

 

2020.3 

 

 

2021.5 

 

 

 

 

 

 

2023.3 （ 予

56～67 頁 

査読有り 

（査読有りの場合

はその旨を記載） 

124～156 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

68～98 頁 

査読有り 

 

 

 

78～99 頁 

査読有り 

英語による執筆 

（日本語以外によ

る執筆の場合、そ

の旨を記載） 

 

頁未定 



（未刊行のものでも、 

 

定） 査読有り 

2 校済み 

 

 

 

 

３ 解説・総説 

論文名 発表機関 発表年月 備考 

該当なし 

（該当するものがない場合はこのよう

に記載する） 

（事典項目、書評、エッセイ的な文章な

ど、「その他」論文（文章）にあたるもの

もここに記載する） 

   

 

４ 学会報告等 

論文名 発表機関 発表年月 備考 

1. ○○の○○についての○○的考察 

 

 

2. xxxx on xxxx xxxxx xxxxxxx xxxxx 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ○○の○○における○○と○○の関

係についての一考察 

 

○○学会 

 

 

xxxx association 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○学会 

2010.6 

（古い順） 

 

2011.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012.9 

○○大学 

（開催場所を記載

する） 

University of 

xxx(USA) 

英語による発表 

（開催場所が外国

の場合は国名も記

載する。日本語以

外による発表の場

合はその旨を記載

する） 

○○大学 

 

５ 特許等 

年月日 事  項 発令者 

該当なし 

（該当するものがない

場合はこのように記載

する） 

  

 

６ 学会並びに社会における活動 

年月日 事  項 

 履歴書の「学会及び社会における活動等」欄と同じ 

（全学の書式ではこの項目が重複しているのでこのように記載する） 

（ただし、該当がない場合は、ここでも「該当なし」と記載する） 



 

７ 受賞 

年月日 事  項 発令者 

 履歴書の「賞罰」欄と同じ 

（全学の書式ではこの項目が重複している

のでこのように記載する） 

（ただし、該当がない場合は、ここでも「該

当なし」と記載する） 

 

 

 

8 外部資金 

●競争的研究費制度、民間団体研究助成等 

「応募年度」とは、研究計画書や申請書を提出した年度を指す 

件数が多い場合は、直近 5年間に限って記載してもよい 

応募年度 制度名 種目 研究課題名 代表・分担 採否 
研究期間 

※採択のみ 

2018 

（古い順） 

 

科学研究費

補助金 

基盤研究（A） ○○の○○に

おける○○的

研究 

分担 採択 2019 ～

2021 

2019 科学研究費

補助金 

基盤研究(C) ○○と○○に

おける○○比

較 

代表 否  

2020 科学研究費

補助金 

基盤研究(C) ○○と○○に

おける○○比

較 

代表 採択 2021 ～

2022 

2020 科学研究費

補助金 

基盤研究(B) ○○における

○○と○○の

○○比較研究 

分担 採択 2021 ～

2023 

2022 科学研究費

補助金 

基盤研究(C) ○○と○○の

○○研究 

代表 未発表  

（直近 5年間のみ）（←直近 5年間に限った場合は欄外にその旨を付記する） 

 

●共同・受託研究、教育研究奨励寄付金等 

相手方 研究課題名 代表・分担 契約期間 

 該当なし 

（該当するものがない場合はこのように記

載する） 

  

    

 

 


